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表
紙
の
写
真

　

年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
も

う
２
月
。
時
間
が
過
ぎ
る
の
は

早
い
で
す
。
月
２
回
の
広
報
紙

を
発
行
し
て
い
る
と
、
常
に
締

め
切
り
を
頭
の
片
隅
で
意
識
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
取
材
や

編
集
の
日
程
は
あ
る
程
度
決
め

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
時
間

は
す
ぐ
に
流
れ
ま
す
。
特
に
２

月
は
28
日
ま
で
。
普
段
以
上
に

時
間
の
大
切
さ
を
か
み
し
め
て

過
ご
し
た
い
で
す
（
村
）

　

成
人
式
の
主
役
は
新
成
人
、

特
に
鮮
や
か
な
振
袖
を
ま
と
っ

た
女
性
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
晴

れ
の
日
は
ど
の
新
成
人
も
主
役

で
す
が
、
こ
の
日
ま
で
懸
命
に

育
て
て
き
た
保
護
者
の
皆
さ
ん

も
主
役
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
晴
れ
着

を
め
ぐ
っ
て
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
っ
た
だ
け
に
、
カ
メ
ラ
を

向
け
る
家
族
の
皆
さ
ん
の
思
い

が
胸
に
し
み
ま
す
。

編
集
後
記

春はすぐそこまで

渡
辺　

利
綱

　

こ
の
正
月
、
人
生
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
寒
さ

を
体
験
し
ま
し
た
。
柳
津
町
の
円
蔵
寺
で
行
わ
れ
た
「
七
日

堂
裸
ま
い
り
」
で
す
。
と
言
っ
て
も
、
下
帯
姿
で
参
加
し
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裸
ま
い
り
の
翌
朝
に
行
わ
れ
る

御ご
き
と
う

祈
祷
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
祈
願
を
し
ま
せ
ん
か

と
、
井
関
庄
一
町
長
か
ら
お
誘
い
を
受
け
た
の
で
す
。

　

御
祈
祷
は
夜
明
け
前
の
午
前
４
時
か
ら
。
握
り
し
め
た
カ

イ
ロ
は
気
休
め
程
度
に
し
か
な
ら
ず
、
顔
面
が
ピ
リ
ピ
リ
と

傷
み
、
背
中
が
凍
っ
た
よ
う
で
し
た
。
こ
の
日
は
会
津
若
松

市
か
ら
成
人
式
の
行
わ
れ
る
い
わ
き
市
へ
行
き
、
そ
の
足
で

柳
津
町
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
想
像
を
超
え
る
寒
さ
は
強
行

日
程
の
疲
れ
を
ど
こ
か
へ
吹
き
飛
ば
し
た
だ
け
で
な
く
、
心

身
を
キ
リ
リ
と
引
き
締
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
前
夜
の
裸
ま
い
り
の
男
衆
の
中
に
は
、
小
学
生
ぐ

ら
い
の
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。
中
に
は
会
場
の
雰
囲
気

に
圧
倒
さ
れ
、
半
べ
そ
を
か
い
て
い
る
子
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。
大
人
た
ち
に
尻
を
持
ち
上
げ
ら
れ
な
が
ら
必
死
で
縄
に

し
が
み
つ
き
、
少
し
気
の
毒
な
気
も
し
ま
し
た
が
、
千
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
奇
祭
は
、
こ
う
し
て
男
た
ち
が
脈
々
と
受

け
継
い
で
き
た
も
の
で
す
。
き
っ
と
伝
統
を
守
る
立
派
な
大

人
に
成
長
す
る
の
だ
ろ
う
と
、
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
新
年
も
会
津
な
ら
で
は
、
貴
重
な
体
験
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
会
津
で
の
冬
も
７
回
目
で
す
。
春
を
待
ち
わ

び
る
気
持
ち
は
、
浜
通
り
で
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
と
り
わ
け
待
ち
遠
し
い

で
す
。
町
内
で
は
復
興
再
生
も
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。
い

よ
い
よ
春
は
間
近
で
す
。

町
長
室
か
ら　
　
　
　

　　　　　
http://www.town.okuma.fukushima.jp/

大熊町公式サイト

　　　インターネットで町の情報をキャッチ！

http://www.facebook.com/town.okuma.fukushima/

町公式フェイスブック
　　「おおくま広報室」

 　「おおくま広報室」で Facebook を検索！

 

新しいタブレットのお問い合わせは、こちらまで！

おおくまアプリサポートセンター

フリーダイヤル：0120-090-215
通話無料 ( 平日 午前 9 時～午後 6 時 )

●町民避難先 （平成30年1月１日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数
海外 0 福島市 211
不明 0 会津若松市 926
北海道 34 郡山市 1,073
青森県 23 いわき市 4,662
岩手県 2 白河市 70
宮城県 202 須賀川市 96
秋田県 21 喜多方市 45
山形県 36 相馬市 104
福島県 7,972 二本松市 36
茨城県 496 田村市 62
栃木県 194 南相馬市 264
群馬県 86 伊達市 7
埼玉県 384 本宮市 35
千葉県 261 桑折町 5
東京都 255 国見町 2
神奈川県 169 川俣町 1
新潟県 207 大玉村 33
富山県 5 鏡石町 12
石川県 15 天栄村 0
福井県 8 下郷町 0
山梨県 6 檜枝岐村 0
長野県 8 只見町 0
岐阜県 5 南会津町 2
静岡県 22 北塩原村 0
愛知県 6 西会津町 1
三重県 5 磐梯町 7
滋賀県 0 猪苗代町 6
京都府 7 会津坂下町 18
大阪府 19 湯川村 3
兵庫県 7 柳津町 0
奈良県 0 三島町 1
和歌山県 4 金山町 1
鳥取県 0 昭和村 0
島根県 0 会津美里町 24
岡山県 3 西郷村 17
広島県 0 泉崎村 16
山口県 2 中島村 0
徳島県 0 矢吹町 18
香川県 1 棚倉町 1
愛媛県 2 矢祭町 0
高知県 0 塙町 5
福岡県 22 鮫川村 0
佐賀県 3 石川町 4
長崎県 2 玉川村 1
熊本県 0 平田村 1
大分県 10 浅川町 7
宮崎県 22 古殿町 7
鹿児島県 1 三春町 52
沖縄県 6 小野町 11

計 10,533 広野町 57
  楢葉町 23
  富岡町 4
●人口および世帯 川内村 11
平成23年３月11日時点 大熊町 0
11,505 人 4,235世帯 双葉町 0
平成29年12月31日現在 浪江町 2
人口 10,533 葛尾村 0
増減 △ 972 新地町 28
世帯数 3,837 飯舘村 0
増減 △ 398 計 7,972

メール　okuma@town.okuma.fukushima.jp
はがき　〒 965-0873　福島県会津若松市追手町 2-41
　　　　「大熊町役場　総務課秘書広聴係」宛

町に対するお声や

今月号の感想など

何でも OK です！

情報、ご意見を

 町にお寄せください

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
石 田 瑛

え い か

香 祐一郎・智佳子 南　　平

塚 本 紗
す ず ほ

叶    翔    ・清　香 熊　　町

坂本裕
ゆ う し ろ う

之朗 裕　太・まどか 向　　畑

飯 島 明
あ か り

莉 将　樹・由　梨 東　　台

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

大井川　祐　也 金 谷 平 髙　原　麻　里 金 谷 平
鈴　木　克　孝 東　　平 立　谷　鮎　美 いわき市

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

竹　山　謙　次 91 歳 旭 ヶ 丘
片　吉　ミ　ヨ 88 歳 小　　塚
志　賀　い　と 94 歳 南　　平
佐久間　ミ　ヨ 93 歳 旭　　台
志　賀　昭　夫 89 歳 旭　　台
坂　本　アイ子 87 歳 高　　平
渡　部　マ　サ 84 歳 八　　坂
幾　橋　義　男 86 歳 東　　平
和　田　チエ子 82 歳 西大和久
愛　川  　 　一 94 歳 西大和久

※ 2017 年（平成 29 年）12 月
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http://www.town.okuma.fukushima.jp/

大熊町公式サイト

　　　インターネットで町の情報をキャッチ！

http://www.facebook.com/town.okuma.fukushima/
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　　「おおくま広報室」

 　「おおくま広報室」で Facebook を検索！
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おおくまアプリサポートセンター

フリーダイヤル：0120-090-215
通話無料 ( 平日 午前 9 時～午後 6 時 )

●町民避難先 （平成30年1月１日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数
海外 0 福島市 211
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新潟県 207 大玉村 33
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山梨県 6 檜枝岐村 0
長野県 8 只見町 0
岐阜県 5 南会津町 2
静岡県 22 北塩原村 0
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奈良県 0 三島町 1
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計 10,533 広野町 57
  楢葉町 23
  富岡町 4
●人口および世帯 川内村 11
平成23年３月11日時点 大熊町 0
11,505 人 4,235世帯 双葉町 0
平成29年12月31日現在 浪江町 2
人口 10,533 葛尾村 0
増減 △ 972 新地町 28
世帯数 3,837 飯舘村 0
増減 △ 398 計 7,972

メール　okuma@town.okuma.fukushima.jp
はがき　〒 965-0873　福島県会津若松市追手町 2-41
　　　　「大熊町役場　総務課秘書広聴係」宛
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※ 2017 年（平成 29 年）12 月
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大熊町コミュニティ支援事務所
●大熊町コミュニティ支援広域事務所
〒970-1144　いわき市好間工業団地1-43　
　大熊町役場いわき出張所内
　☎ 070-5581-5939
●梨の実サロン平
〒 970-8026　いわき市平字新田前 6-10
　☎ 0246-38-3236

大熊町社会福祉協議会
〒 970-1144　いわき市好間工業団地 1-43
　大熊町役場いわき出張所内
　☎ 0246-38-8938

大熊町商工会
〒 970-1152　
　いわき市好間町中好間字上川原 36-1
　☎ 0246-85-5103　

大熊町役場
●会津若松出張所　〒965-0873　会津若松市追手町 2-41
　（総務課、企画調整課、住民課、福祉課、生活支援課、出納室、教育総務課、議会事務局）
　☎ 0120-26-3844（フリーダイヤル）
●いわき出張所　〒970-1144　いわき市好間工業団地 1-43
　（健康介護課、環境対策課、産業建設課、復興事業課、生活支援係、庶務係、税務課）
　☎ 0120-26-5671（フリーダイヤル）
●中通り連絡事務所　〒963-8035　郡山市希望ケ丘11-10
　☎ 0120-24-1013（フリーダイヤル）
●大川原連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字南平 1138-2
　☎ 0120-23-1095（フリーダイヤル）
●現地連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字手の倉125　坂下ダム管理事務所内
　☎ 0240-32-2318

大
熊
町
関
連
施
設
お
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
学
鳳
中
・
高
美
術
部
の
皆

さ
ん
か
ら
、
会
津
若
松
市
に
避
難

し
て
い
る
大
熊
町
民
に
、
三
島
町

の
伝
統
工
芸
「
ヒ
ロ
ロ
織
り
」
の

小
物
入
れ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。
小
物
入
れ
は
生
徒
の
手
づ

く
り
で
、
町
民
の
思
い
出
の
写
真

を
も
と
に
し
た
絵
画
が
縫
い
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
13
日
に
復
興
公
営
住
宅
白

虎
団
地
集
会
所
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
町
民
は
写
真
を
も
と
に
し
た

絵
画
を
見
せ
合
い
、
思
い
出
話
を

し
て
い
ま
し
た
。
同
団
地
自
治
会

長
の
五
十
嵐
孝
雄
さ
ん
は
「
立
派

な
物
を
い
た
だ
い
た
。
宝
物
に
し

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
校
美

術
部
長
の
奈
良
部
千
耶
子
さ
ん
は

「
思
い
出
が
色
あ
せ
な
い
よ
う
、

な
る
べ
く
明
る
い
ト
ー
ン
で
絵
を

描
き
ま
し
た
。
喜
ん
で
も
ら
え
て

う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　町の風景の変化、表情豊かな町民の様子を
写真とともにお伝えします。

会津学鳳の中高生が町民に小物入れ贈る

点描おおくま


